
 

 

教科・科目    日本史Ａ      〔２〕単位      対象学年・組 
 

１年次共通 

教科書 

副教材 

日本史Ａ（東京書籍） 

最新日本史図表（第一学習社） 
教科担任 工藤威 品川一博 

指導目標 
日本近現代史を中心とする日本の歴史を、世界史的な視野に立って考察し、歴史的思考力を養い、現代に生きているという自覚や主体性を培

う。 

学期 月 単元 
予定 

時数 
具体的な指導内容・指導目標 評価の観点・方法 

前 
 
 

期 

中
間
考
査
ま
で 

序章 「私たちの時代と歴史」 

第１章 「国際環境の変化と

明治維新」 

 第１節～第２節 

8 ・ 中学校の学習の復習と導入。 

・ 近現代の歴史的事象と現在との結びつきに気づかせる。 

・ 開国前の日本の矛盾と開国による影響を理解させる。 

・ 幕府滅亡の過程と明治維新の成果、さらにはその課題を 

とらえる。 

参 加：遅刻・欠席や授業態度の状況

から評価する。 

活 動：ノートや各種課題の提出状況、

レポートの成果などから評価する。 

定 着：中間考査・期末考査の得点か

ら評価する。 

 

 

学
期
末
ま
で 

第１章 「国際環境の変化と

明治維新」 

第３節～第４節 

第２章 「近代国家の成立と

国際関係の推移」 

第１節～第３節 

16 ・ 明治新政府の制度改革が国民に近代の覚醒を促したこと、

我が国の領土が国際的に確定されたことを気づかせる。 

・ 自由民権運動、立憲体制の成立に着目、我が国の近代国家

としての特質を考察させる 

後 
 
 

期 

中
間
考
査
ま
で 

第２章 「近代国家の成立と

国際関係の推移」 第４節 

第３章 「両世界大戦をめぐ

る国際情勢と日本」 

第１章～第４章 

22 ・ 近代産業の発展と国民生活の変化について考察させる。 

・ アジア近隣諸国との関係などに着目し、両大戦間の内外情

勢の変化にいて考察させる。 

・ 資料活用、歴史の考察とその結果を表現する技能を高め

る。 

 

 

参 加：遅刻・欠席や授業態度の状況

から評価する。 

活 動：ノートや各種課題の提出状況、

レポートの成果などから評価する。 

定 着：中間考査・期末考査の得点か

ら評価する。 

 

 

学
期
末
ま
で 

第４章 

現代世界と日本 

16 ・ 第二次世界大戦後の動向について、現代の諸課題と近代の

歴史との関連を重視して考察させる。 

 

平成２６年度 

都立若葉総合高等学校 

 

年 間 授 業 計 画 
 


